
目　　　次

『2019（令和元）年度奈良県立大学研究報告』の発刊に際して
	 	 図書・研究委員会…………………… �   1

１．懸賞論文（卒業論文）
	 2019（令和元）年度懸賞論文の審査結果について	 …………………… �   3

	 最優秀賞
	 　スナックのエスノグラフィー
	 　―「水商売」への偏見を回避するママ―	 前地　杏波…………………… �   6

	 優 秀 賞
	 　日本における時計台の変遷
	 　―なぜ時計台は大学にあるのか―	 阿達　麗子…………………… � 20

	 　中山間地域における移住・産業政策に関する研究
	 　―東吉野村を事例に―	 中川　勇太…………………… � 39

	 入　　選
	 　ふしぎ発見！銭湯の魅力	 西川　遥夏…………………… � 61

	 　現代日本における「死」の氾濫と隠蔽
	 　―「死」の願望の共有を求め続ける若者たち―	 石田　桃子…………………… � 82

	 　八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
	 	 原　大樹 …………………… � 一

２．学生グループ共同研究報告
	 奈良県における広域周遊型観光～北陸の先行事例と比較して～
	 　　　　　　　　　　　　  研究代表者：遠藤 香菜恵
	 　　　　　　　　　　　　  共同研究者：中川 勇太・古川 晴美	…………………… � 105

	 大学生は就職する会社に何を求めるのか
	 　　　　　　　　　　　　  研究代表者：河合 柚音
	 　　　　　　　　　　　　  共同研究者：西 奈央圭・篠原 瑞貴・白岡 美奈……… � 114



	 学生と商店街の関係についての調査～船橋通り商店街を対象として～
	 　　　　　　　　　　　　  研究代表者：西村 笙平
	 　　　　　　　　　　　　  共同研究者：鮎沢 優輝・太田 恭平・角下 龍一郎
	 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　小林 亮太・櫻井 崇智・長野 大地
	 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　福田 康人	 …………………… � 118

	 日本の温泉地と入れ墨（タトゥー）は共存できるか
	 ～城崎温泉の例に着目して～
	 　　　　　　　　　　　　  研究代表者：平松 真輝
	 　　　　　　　　　　　　  共同研究者：川村 凌太郎・浅田 柊哉・布村 彩乃…… � 126

	 現代アートが生み出すコミュニケーションの可能性についての研究
	 ～現代アート展「船／橋 わたす 2019」の開催を通して～
	 　　　　　　　　　　　　  研究代表者：堀部 七彩
	 　　　　　　　　　　　　  共同研究者：小川 美陽・四方　遼祐・大西佑弥
	 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　櫻井 莉菜・瀧澤 晟司・舟山香織
	 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　湯浅 創太	 …………………… � 131

３．卒業論文タイトル一覧	 …………………… � 137

４．研究報告書タイトル一覧	 …………………… � 144

５．教員の新刊書紹介	 …………………… � 150




